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我
国
の
歴
史
地
理
学
を
述
べ
る
場
合
に
、
ど
う
し
て
も
最
初
に
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
奈
良
時
代
の
「
風
土
記
」
で
あ
る
o

そ
れ
は

歴
史
地
理
学
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
か
ど
ろ
か
は
引
と
し
て
、
我
同
地
理
警
の
最
古
の
も
の
で
あ
る
事
に
は
異
存
な
い
事
と

回
九
山
内
ノ

0
元
明
天
皇
の
和
銅
六
年
、
五
月
の
甲
子
(
二
日
)
「
畿
内
七
道
の
諸
国
都
郷
の
名
は
著
J
好
き
字
一
を
、
立
(
郡
内
所
の
レ
生
ず
る
銀
銅
彩

色
草
木
禽
獣
魚
虫
等
の
物
、

、
及
土
地
の
沃
崎
・
山
川
原
野
の
名
号
所
レ
由
る
、

又
古
老
の
相
伝
旧
間
臭
事
は
裁

自
民
に
録
き
し
め
-
一
色
目
を

日本歴史地理学の展開

せ
て
千
史
籍
一
に
一
吉
上
せ
よ
」
と
の
詔
に
よ
っ
て
、
各
々
国
毎
に
挺
進
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
不
幸
に
し
て
現
存
の
も
の
は
、
常
陸
・

播
磨
・
出
雲
・
肥
前
・
豊
後
の
五
ヶ
国
に
過
ぎ
ず
、
其
他
は
散
逸
し
て
断
簡
(
例
え
ば
仙
覚
の
万
一
来
診
等
)

に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
其

の
意
図
す
る
処
は
、
諸
国
の
伝
承
事
蹟
の
蒐
集
整
理
に
あ
っ
た
o

此
の
状
態
は
其
後
久
し
く
続
い
て
行
っ
た
。
即
ち
平
安
時
代
以
来
さ
土
佐
日
記
・
吏
紋
日
記
・
東
関
紀
行
・
南
海
流
浪
記
・
十
六
夜
日

記
等
、
旅
の
記
録
に
地
誌
的
記
載
が
認
め
ら
れ
る
が
、
所
謂
「
地
理
書
」
と
な
っ
た
の
は
徳
川
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
事
で
、
正
徳
の
頃

の
「
山
城
名
勝
志
」
を
始
め
、
享
保
の
大
和
志
・
河
内
志
・
摂
津
志
、
宝
暦
の
房
総
志
料
・
但
馬
汚
・
播
磨
鑑
、
文
化
の
頃
の
南
路
志
・

阿
波
志
、
文
政
の
全
詰
志
等
、
各
国
各
落
に
地
誌
編
纂
の
事
業
が
起
っ
て
、
ム
7

に
共
の
恩
恵
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
又
此
頃
、
名
勝
図
会
・



膝
栗
毛
の
類
の
刊
行
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
都
市
・
町
村
の
風
物
を
叙
し
て
あ
る
の
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
思
う
に
園
内
交
通
の
発

2 

達
は
庶
民
の
地
理
に
就
て
の
関
心
を
深
か
ら
し
め
、
土
地
に
対
す
る
興
味
が
盛
ん
に
な
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。

然
し
乍
ら
、
之
等
の
多
く
は
、
そ
れ
自
身
、
資
料
的
志
義
を
持
つ
に
止
ま
り
、

「
歴
史
地
理
学
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の

は
、
西
洋
流
の
科
学
的
研
究
法
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
明
治
の
中
頃
即
ち
、
日
清
戦
後
の
我
国
連
の
阻
ハ
除
期
に
入
っ
て
か
ら
の
事
で
あ
っ

た。
明
治
三
十
二
年
十
月
、
喜
田
貞
吉
・
藤
田
明
・
大
森
金
五
郎
・
堀
田
環
左
右
・
岡
部
精
一
・
小
林
庄
次
郎
等
の
諸
氏
相
は
か
つ
て
日
本

歴
史
地
理
研
究
会
(
後
に
白
木
歴
史
地
理
学
会
と
改
称
)

を
興
し
、
大
正
十
二
年
九
月
、
関
東
大
震
災
に
及
ぶ
ま
で
雑
誌
「
歴
史
地
理
」

を
発
行
し
、
毎
年
の
様
に
夏
期
講
演
会
を
各
地
に
聞
い
設
立
の
趣
旨
を
実
現
弘
布
す
る
に
努
め
た
。

今
其
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
)
設
立
趣
意
書
に
見
る
、

す
る
所
以
の
根
本
理
に
見
ざ
る
も
、
例
え
ば
、
古
戦
場
の
実
地
踏
査
が
、
如
何
に
其
戦
の
面
白
を
明
ら
か
に
す
る
か
、
或
は
古
代
道
路
・

「
地
理
学
は
史
学
の
眼
の
一
な
り
と
の
語
は
陳
り
た
り
。
之
を
地
理
・
歴
史
相
関

宿
駅
の
研
究
が
如
何
に
当
時
の
社
会
を
想
像
す
る
に
将
補
す
る
所
あ
る
か
、
或
は
群
雄
割
拠
の
世
に
於
け
る
封
彊
の
調
査
が
、
如
何
に
共

国
力
消
長
す
る
所
以
を
示
す
か
等
、
地
理
は
最
も
価
値
あ
る
史
科
(
傍
点
筆
者
)
の
一
と
し
て
、
史
的
事
実
研
究
上
砂
少
な
ら
ざ
る
光
明

を
与
ふ
る
を
見
る
べ
し
。
是
を
以
て
史
家
は
到
底
地
理
を
閑
却
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。

殊
に
、
我
日
本
国
の
如
き
、
四
国
環
海
の
園
、
其
海
岸
線
の
変
化
非
常
に
著
し
く
、
国
内
は
河
川
環
流
し
て
其
流
域
も
ま
た
大
変
動
を

蒙
り
、
所
謂
桑
田
変
じ
て
沿
海
と
な
る
如
き
、
地
理
の
変
遷
多
き
、
邦
国
に
於
て
、
其
古
代
地
理
の
研
究
よ
り
始
め
ず
ん
ば
、
各
時
代
歴

史
の
真
相
は
到
底
窺
ふ
能
は
ざ
る
な
り
。
月
本
歴
史
地
理
研
究
会
の
起
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
所
以
、
実
に
比
に
あ
り
o
」
(
雑
誌
「
歴
史
地



理
」
第
一
巻
第
一
号
)
そ
の
雑
誌
「
歴
史
地
理
」
の
中
心
人
物
と
し
て
後
年
永
く
活
動
し
た
の
は
、
徳
島
県
立
江
町
櫛
淵
の
出
身
喜
田
貞

吉
博
士
で
あ
る
。

(
其
家
は
旧
屋
号
「
北
」
を
維
新
後
、
喜
田
と
改
め
た
の
で
、

「
キ
ダ
」
と
は
濁
っ
て
は
呼
ば
な

「
キ
タ
」
と
い
い
、

い
)
。
明
治
二
九
年
東
京
帝
国
大
学
園
史
科
卒
業
後
、
大
学
院
に
於
い
て
「
日
本
の
歴
史
地
理
」
を
専
攻
、

明
治
四
十
年
二
月
以
来
昭
和

十
四
年
に
及
ぶ
前
後
三

0
年
間
京
都
大
学
講
師
・
教
授
と
し
て
「
日
本
歴
史
地
理
学
」
の
建
設
に
尽
し
た
功
績
は
大
き
く
、
京
大
史
学
科

卒
業
生
が
歴
史
地
理
学
に
興
味
を
寄
せ
、
此
方
面
に
縦
横
の
活
躍
を
示
し
て
居
る
の
は
、

一
に
京
大
の
学
風
に
も
由
る
が
、
宣
接
間
接
に

喜
田
博
士
の
影
響
、
与
っ
て
力
あ
る
の
を
憶
う
の
で
あ
る
。

魚
泣
惣
五
郎
博
士
が
且
て
昭
和
八
年
、
雑
誌
「
歴
史
と
地
理
」
に
連
載
し
、
後
、
ま
と
め
て
「
歴
史
地
理
の
研
究
」
巻
頭
に
置
い
た

「
日
本
歴
史
地
理
と
古
代
の
村
落
」
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
次
の
語
は
明
ら
か
に
其
の
影
響
を
示
し
て
い
る
。

「
元
来
今
ま
で
あ
ま
り
に
歴

史
事
象
に
対
す
る
地
理
的
関
係
が
閑
却
さ
れ
過
ぎ
て
い
た
。
:
:
:
・
:
歴
史
地
理
は
地
理
の
歴
史
的
研
究
と
も
い
ひ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、

土
地
の
物
理
的
変
遷
を
も
芳
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
日
本
歴
史
地
理
で
は
、
わ
が
国
河
川
水
路
の
変
遷
や
海
岸
線
の
変
動
な
ど
を
も
考

日本歴史地理学の展開

察
に
い
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
事
項
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
み
を
以
て
本
体
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
:
;

要
す
る
に
日
本
歴
史
地
理
は
わ
が
国
民
文
化
発
展
の
過
程
を
そ
の
地
理
的
環
境
を
通
じ
て
考
察
し
、
地
と
人
と
の
関
係
に
お
い
て
の
地
域

的
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
、
右
の
書
物
中
に
も
「
風
土
記
に
現
は
れ
た
地
名
」
「
歴
史
上
よ
り
見

た
る
但
馬
国
山
川
の
流
域
「
「
大
楠
公
の
本
拠
地
と
そ
の
地
理
的
環
境
L

等
を
も
の
せ
ら
れ
た
。

勿
論
、
京
大
史
学
科
で
は
、
其
の
創
設
者
内
田
銀
蔵
博
士
が
、
風
除
、
歴
史
地
理
学
の
必
要
に
着
眼
せ
ら
れ
、
文
学
部
史
学
科
の
内
に
地

3 

理
学
教
室
を
包
摂
し
、
「
史
学
と
地
理
学
と
の
関
係
」
等
、

の
中
に
盛
ら
れ
た
博
士
の
着
想
は
、
史
学
科
経
営
の

講
論
集
」
史
学
理
論
」

中
に
着
々
実
現
せ
ら
て
行
っ
た
。
又
東
洋
史
学
科
諸
教
授
の
中
に
も
桑
原
鴎
蔵
、
小
川
琢
治
諸
博
士
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
に
輝
か
し
い



業
績
を
残
し
て
、

日
本
歴
史
地
理
学
に
刺
戟
を
与
え
、
後
年
の
藤
田
元
春
、
内
問
寛
一
・
小
牧
笑
繁
等
の
諸
先
生
を
産
む
に
至
っ
た
の
は

4 

京
大
の
学
反
に
負
う
処
が
大
で
あ
る
。

喜
田
博
士
を
語
っ
た
私
は
、
殆
ど
時
を
同
じ
く
し
た
吉
凹
東
伍
博
士
も
逸
す
る
事
が
出
来
な
い
。
吉
田
博
士
は
越
後
の
生
れ
、
正
則
に

学
校
教
育
を
受
け
ず
全
く
の
独
学
で
小
学
校
教
員
の
免
許
状
を
得
、
鮭
漁
者
と
し
て
活
動
の
傍
「
勝
斧
生
吉
田
東
」
の
筆
名
を
以
て
雑
誌

「
歴
史
地
理
」
に
数
々
の
論
文
を
発
表
せ
ら
れ
た
。
後
上
京
し
て
読
売
新
聞
社
に
入
り
、

「
落
後
生
」
の
ぺ
ン
、
不

1
ム
で
様
大
の
筆
を
振

わ
れ
た
。
其
の
博
大
な
学
殖
は
殆
ん
ど
古
今
独
歩
の
観
が
あ
り
、
第
、
後
世
に
出
た
論
文
集
「
日
本
歴
史
地
理
之
研
究
」
は
不
朽
の
述
作
で
、

明
治
三
十
四
年
以
来
、
早
稲
回
大
学
教
授
と
し
て
、
特
に
四
十
一
年
か
ら
は
殆
ん
ど
毎
年
の
様
に
日
本
歴
史
地
理
学
会
の
夏
期
講
演
会
話

師
と
し
て
出
張
、
各
地
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
事
は
「
各
時
代
史
論
」
・
「
尾
参
遠
郷
土
史
論
」
等
に
明
ら
か
で
、
就
中
一
瀬
戸
内
海
権

史
論
」

「
荘
園
制
度
大
要
」
は
今
日
の
水
準
合
以
て
見
て
も
立
派
な
卓
会
芳
書
た
る
を
失
わ
ぬ
。
大
著
「
日
本
地
名
辞
書
」
も
独
力
で
作
ら

れ
た
も
の
で
、
銚
子
に
急
主
さ
れ
る
ま
で
其
の
訂
正
増
惜
の
機
会
を
待
っ
て
居
ら
れ
た
と
い
う
、
博
引
努
証
、
幾
多
の
古
記
録
・
古
文
書

を
以
て
証
請
さ
れ
た
精
力
は
観
る
者
合
一
し
て
夜
間
吹
せ
し
め
ず
に
は
持
か
ぬ
。

以
上
通
覧
し
て
み
る
と
、

「
日
本
歴
史
地
理
学
会
」
の
諸
先
生
は
、
文
献
史
学
的
研
究
に
傾
倒
さ
れ
た
の
が
特
色
と
忠
わ
れ
る
が
、
喜

田
博
士
が
大
正
四
年
日
本
学
術
普
及
会
か
ら
出
さ
れ
た
名
著
「
帝
都
」
の
凡
例
に
記
さ
れ
た
如
く
、

「
本
書
は
帝
都
の
沿
革
を
記
述
し
、

著
者
自
ら
遺
祉
を
踏
査
し
て
共
の
実
際
を
紹
介
す
る
た
目
的
と
し
た
れ
ど
も
、
官
に
其
の
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
る
史
実
の
経
過
と
地
理
の

調
査
と
を
記
述
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
傍
ら
、
ま
た
裏
面
に
潜
在
す
る
因
果
の
関
係
を
一
日
一
号
、
ね
、
共
の
史
的
変
遷
を
明
に
せ
ん
と
と
を
つ
と
め

ら
れ
、
「
帝
都
を
中
心
と
せ
る
著
者
が
古
代
史
上
の
研
究
の
一
斑
を
公
に
L

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
藤
原
京
」
に
も
ま
た
、
此
の
傾
向
が



展
示
さ
れ
て
居
り
、

い
わ
ば
、
歴
史
解
明
の
補
助
学
と
し
て
の
地
理
の
討
究
に
あ
っ
た
拡
に
見
受
け
ら
れ
る
。

繰
返
し
て
云
う
と
、

一
ー
現
在
に
於
け
る
地
理
が
如
何
に
歴
史
的
変
還
を
し
て
来
た
か
、
河
い
川
流
域
の
転
移
、
島
国
日
本
が
其
の
国
家
的

形
成
に
如
何
な
る
地
理
的
影
響
を
絞
っ
た
か
、
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
が
吾
等
組
先
の
生
活
に
か
何
な
る
制
約
特
性
を
与
え
た
か
o
」
等
、

歴

史
の
発
展
過
程
が
地
直
前
環
境
に
よ
っ
て
如
何
な
る
影
響
を
受
け
た
か
を
、
専
ら
記
録
文
書
に
拠
っ
て
研
究
し
様
と
し
た
も
の
で
、
其
の

主
体
は
歴
史
の
解
明
に
あ
り
、
歴
史
の
地
理
で
あ
っ
た
。

四

融
っ
て
点
ろ
え
て
み
る
と
、
地
理
学
の
白
的
は
、
地
域
的
観
点
か
ら
地
域
の
差
異
を
系
統
的
に
捉
え
る
に
あ
る
。
歴
史
地
理
学
に
於
て
は

「
現
在
の
地
域
的
特
質
に
到
達
す
る
ま
で
の
発
達
変
化
1

1
過
去
の
詰
条
件
の
復
合
関
係
を
研
究
し
す
る
事
で
、
内
自
覚
一
先
生
の
言
を

借
り
る
と

(
「
歴
史
地
理
学
の
諸
問
題
」
所
収
、
歴
史
地
浬
学
と
史
学
と
の
異
同
)
:
・
:
或
る
事
項
が
「
あ
る
」
の
は
「
ど
う
し
て
か
」
「
な

ぜ
か
」
と
詮
索
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
あ
る
」
こ
と
の
意
義
を
闇
明
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
突
き
込
ん
で
行
け
ば
行

日本歴史地理学の展開

く
ほ
ど
、
歴
史
性
に
ぶ
つ
つ
か
り
、
そ
し
て
そ
の
解
明
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
さ
る
を
得
な
く
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
地
理
学
で
歴
史
牲
に
取
組
む
場
合
に
は
、
た
と
え
時
か
ら
い
え
ば
過
去
に
係
っ
て
狭
い
意
味
で
の
史
学
と
選
ぶ
と
こ
ろ
が

な
い
よ
う
に
誤
解
さ
れ
易
い
と
し
て
も
、
そ
の
ね
ら
い
は
飽
く
ま
で
地
理
学
的
で
あ
っ
て
、
狭
義
の
史
学
的
で
は
な
い
、
即
ち
狭
義
の
史

学
は
人
と
人
と
の
関
係
:
:
:
人
を
社
会
国
家
に
拡
め
て
可
・
:
:
に
士
一
眼
を
置
く
の
に
、
地
理
学
で
は
人
と
自
然
と
の
関
係
に
主
眼
を
置
い

て
い
る

0

・
;
・
:
下
一
泊
ー
一
。

弦
に
歴
史
学
と
は
異
っ
た
日
特
色
を
持
っ
き
小
牧
実
繁
博
士
は
「
先
史
地
底
学
研
究
」
に
於
い
て
越
後
及
羽
後

5 

海
岸
平
野
や
、
河
内
平
野
・
出
雲
平
野
の
百
六
塚
詞
査
か
ら
地
形
の
復
原
を
試
み
ら
れ
、
歴
史
地
盟
学
の
対
象
は
、
歴
史
時
代
に
設
け
る
土

地
地
域
(
景
観
)

「
歴
史
地
理
学
の
目
的
を
以
て
、
理
論
上
は
歴
史
時
代
の

で
あ
り
、
之
を
描
出
す
る
亭
が
使
命
職
能
で
あ
る
と
し
て
、



任
意
の
時
の
断
面
に
於
け
る
土
地
・
地
域
(
景
観
)

の
描
出
に
あ
り
と
な
し
、
市
も
便
宜
的
に
は
、
歴
史
地
理
学
の
使
命
は
、
・
地
理
学
、

6 

主
と
し
て
現
在
に
於
け
る
土
地
・
地
域
(
景
観
)
を
研
究
の
対
象
と
す
る
地
理
学
へ
の
基
礎
づ
け
、

背
景
づ
け
に
あ
る
と
考
へ
る
」

O
五
頁
)
と
せ
ら
れ
、
歴
史
の
発
展
過
程
を
描
く
も
の
と
は
異
り
、

「
或
る
時
々
の
断
面
に
於
け
る
土
地
・
地
域
を
明
ら
か
に
す
る
為

め
、
過
去
の
景
観
を
復
原
・
再
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
い
わ
ば
、

古
地
理
学
、

即
ち
過
去
の
或
る
時
代
の
地
理
学
的
研

究
を
力
説
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

比
の
場
合
、
注
意
す
べ
き
は
景
観
変
遷
史
的
な
立
場
で
あ
っ
て
、

「
一
見
静
的
に
見
え
る
空
間
な
る
も
の
は
、
実
は
一
方
に
可
変
的
な

歴
史
を
内
在
せ
し
め
て
い
る
。
過
去
の
空
間
を
復
原
描
出
し
た
だ
け
で
は
満
足
さ
る
べ
き
で
は
な
く
、
各
時
代
時
代
の
復
原
描
出
し
た
各

空
間
を
、
相
互
に
、
或
は
現
在
と
比
較
し
、
関
連
を
も
た
し
め
る
事
に
よ
っ
て
、
自
然
の
意
味
が
歴
史
の
経
過
と
共
に
如
何
に
変
遷
す
る

か
、
或
は
又
、
幾
千
年
も
の
歴
史
の
経
過
に
も
不
拘
、
尚
、
依
然
と
し
て
変
化
し
な
い
白
然
の
特
質
を
把
握
抽
出
す
る
事
が
重
要
な
歴
史

地
理
学
の
任
務
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
条
呈
施
行
地
域
と
庄
圏
分
布
地
域
、
又
は
、
新
田
開
発
地
域
と
を
比
較
す
る
事
に
よ
っ
て
、
吾

々
は
過
去
の
人
類
の
可
住
地
域
に
対
す
る
拡
大
化
、
或
は
其
の
進
行
地
域
を
具
体
的
に
知
る
事
が
出
来
る

(
藤
岡
謙
二
郎
「
生
駒
山
脈
そ

の
地
理
と
歴
史
を
語
る
一
v

の
で
は
あ
る
ま
い
か
、

い
わ
ば
歴
史
地
理
学
が
発
展
史
的
、

動
態
的
に
動
的
な
面
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、

そ

れ
は
後
年
、
，
諸
々
の
人
が
、
特
に
史
学
者
の
側
か
ら
多
く
論
述
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

五

に
も
そ
れ
と
の
協
力
・
援
助
に
よ
っ
て
巾
と
深
さ
を
増
し
て
行
っ
た
。

大
正
時
代
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
文
運
の
発
達
と
共
に
、
社
会
経
済
史
学
の
興
隆
が
見
ら
れ
、
そ
れ
と
共
に
歴
史
地
理
学
の
方
面

農
村
の
研
究
、
集
落
の
地
理
的
研
究
等
現
在
の
人
文
地
理
学
諸
部
門
の
歴
史
地
理
的
探
究
が
深
め
ら
れ
て
来
た
の
は
、
専
門
分
野
の
細



分
化
と
共
に
一
の
特
色
を
な
し
、
地
方
に
於
け
る
郷
土
史
、
郷
土
誌
の
中
に
優
れ
た
歴
史
地
理
学
の
論
文
が
見
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
も

此
の
表
わ
れ
で
、
天
坊
幸
彦
先
生
の
「
上
代
浪
宰
の
歴
史
地
理
的
研
究
」
に
収
め
ら
れ
た
誇
篇
は
其
の
代
表
的
述
作
で
あ
る
o

集
落
地
理
の
方
面
で
は
小
川
琢
治
博
士
と
牧
野
信
之
助
先
生
の
聞
に
論
争
さ
れ
た
、
越
中
稿
、
波
郡
の
散
居
制
の
原
因
は
、
散
村
起
原
の

考
察
に
劃
期
的
な
な
意
義
を
持
つ
。
小
川
博
士
は
「
越
中
国
西
部
の
荘
宅
」
に
於
い
て
条
皇
制
と
フ
ェ

1
ン
と
の
関
係
に
重
点
を
置
い
た

の
に
対
し
、
牧
野
氏
は
「
旧
加
賀
落
の
散
居
制
に
つ
い
て
」
「
越
中
国
新
開
地
散
居
村
制
三
論
」
に
於
い
て
(
「
武
家
時
代
社
会
の
研
究
」
・

一
時
学
界
を
街
動

「
土
地
お
よ
び
集
落
史
上
の
諸
問
題
」
所
収
)
加
賀
落
の
新
回
政
策
と
白
地
割
制
度
に
其
の
起
原
を
求
め
て
詳
論
し
、

ぜ
し
め
た
。
又
、
今
和
次
郎
・
藤
田
元
春
両
先
生
は
民
家
の
建
築
研
究
か
ら
緊
落
立
地
の
問
題
に
及
ん
で
集
落
の
歴
史
地
理
的
研
究
勃
興

の
動
因
を
な
し
た
が
、
特
に
、
藤
田
博
士
の
「
尺
度
綜
考
」
は
、
歴
史
地
理
学
研
究
の
基
礎
的
工
具
の
解
明
の
意
味
で
不
朽
の
名
著
で
あ

る
。
都
市
研
究
に
於
い
て
は
、
大
類
伸
博
士
が
城
郭
史
の
研
究
の
副
産
物
と
し
て
「
城
下
町
」
を
採
り
上
げ
た
の
が
都
市
研
究
に
新
生
面

を
開
く
端
緒
と
な
り
、
三
浦
周
行
博
士
の
中
世
都
市
に
関
す
る
一
連
の
研
究
(
主
と
し
て
「
日
本
史
の
研
究
」

一
、
ニ
輯
に
収
録
)
、
小

日本歴史地理学の展開

野
均
(
後
に
晃
嗣
)
先
生
の
一
近
世
城
下
町
の
研
究
」
・
「
近
世
都
市
の
発
達
」
(
岩
波
詩
座
日
本
歴
史
の
一
篇
)
、
幸
田
成
友
博
士
の
「
江

戸
と
大
坂
」
、
豊
田
博
士
の
「
日
本
の
封
建
都
市
」
、
原
田
伴
彦
先
生
の
「
中
世
に
於
け
る
都
市
の
研
究
」
及
び
近
業
「
日
本
封
穿
都
市
研

究
」
、
今
井
登
志
喜
先
生
の
「
都
市
発
達
史
研
究
」
に
収
め
ら
れ
た
「
城
下
の
町
の
地
理
的
条
件
」
・
「
江
戸
よ
り
東
京
へ
の
推
移
」
・
「
東

東
の
背
景
」
等
、
史
学
者
に
依
る
一
連
の
諸
労
作
は
、
都
市
の
外
部
形
態
の
み
で
な
く
、
内
部
構
造
・
歴
史
地
理
的
特
質
が
綿
密
な
史
料

7 

操
作
に
基
づ
い
て
明
瞭
と
な
り
、
此
方
面
の
進
歩
努
達
に
大
い
な
る
径
一
割
を
果
し
て
い
る
。

今
次
大
戦
後
に
於
て
は
、
城
下
町
を
各
時
代
の
一
般
的
集
落
と
関
連
づ
け
て
解
明
し
株
と
す
る
浅
香
幸
雄
、
城
下
町
を
近
代
以
前
の
日

本
都
市
の
集
大
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
把
握
す
る
と
共
に
、

そ
れ
と
現
代
都
市
と
の
関
連
を
霊
視
す
る
一
勝
同
訴
二
郎
、
寺
院
配
置
や
地



名
・
残
存
景
観
と
し
て
残
る
土
地
割
等
の
形
態
を
論
じ
た
矢
島
仁
吉
等
の
諸
先
生
の
業
績
が
次
々
と
発
表
せ
ら
れ
、
高
知
県
島
同
盟
寿
光

8 

生
の
「
初
期
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
は
怠
大
な
土
佐
国
検
地
帳
を
分
析
し
て
中
世
一
家
族
屋
敷
か
ら
、
初
期
城
下
町
に
至
る

T

山氏自

を
明
か
に
し
た
こ
と
は
、
平
沼
淑
郎
博
士
の
遺
稿
集
「
近
世
寺
院
門
前
町
の
研
究
」
の
出
版
と
共
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

_，_ 
J、

久
木
星
の
問
題
に
就
い
て
も
此
時
期
に
制
期
躍
路
進
が
見
ら
れ
た
。

抑
々
「
条
皇
」
に
関
し
て
は
、
既
に
、
明
治
三
十
四
年
十
一
月
、
史
学
雑
誌
の
第
十
二
編
十
一
・
十
二
号
に
、
堀
田
淳
左
右
氏
が
「
条

里
の
制
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
た
が
、
之
は
主
と
し
て
古
文
書
に
依
っ
た
歴
史
的
扱
い
方
で
先
駆
的
な
役
割
を
果
し
た
の
で
は
あ
っ
た
が
、
今

日
の
歴
史
地
理
学
的
立
場
か
ら
は
、
相
当
の
距
離
を
も
っ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
近
代
歴
史
地
理
学
的
解
明
を
加
え
た
主
力
は
京
都
大

学
の
地
理
学
教
室
か
ら
出
た
人
々
、
若
く
は
比
の
教
室
に
関
係
あ
る
諸
先
生
で
あ
る
。
歴
史
の
旧
い
近
畿
に
あ
っ
て
、
条
里
遺
批
に
親
し

む
機
会
の
多
い
京
大
か
ら
共
勢
力
の
出
た
の
は
当
然
で
あ
っ
て
小
川
琢
治
・
米
倉
二
郎
・
村
松
繁
樹
・
藤
岡
訴
二
郎
・
吉
田
敬
市
・
谷
間

武
雄
諸
先
生
の
研
究
業
績
は
不
滅
の
光
り
を
放
つ
が
、
就
中
、
米
倉
二
郎
先
生
の
活
躍
は
頗
る
目
覚
ま
し
く
、
戦
後
間
も
な
く
出
さ
れ
た

「
集
落
の
歴
史
地
理
」
を
始
め
、

「
農
村
計
図
と
し
て
の
条
里
制
を
京
大
地
理
論
叢
第
一
輯
に
(
昭
和
七
年
)
、
続
い
て
昭
和
八
年
の
第
三

輯
に
は
「
律
令
時
代
初
期
の
村
落
」
を
、
更
に
昭
和
二
十
七
年
「
内
田
寛
一
先
生
選
歴
記
念
地
理
学
論
文
集
」
に
は
「
原
始
村
落
の
歴
史

地
理
的
考
察
を
発
表
せ
ら
れ
、
条
恩
問
題
に
誰
々
し
い
活
躍
ぶ
り
を
見
せ
て
居
ら
れ
る
が
、
条
豆
地
割
の
中
、
長
地
型
よ
り
も
半
折
型
が

先
行
す
る
と
説
く
、
米
倉
説
は
、
半
折
型
よ
り
長
地
型
が
旧
い
と
す
る
史
学
者
、
特
に
九
大
竹
内
盟
三
説
と
の
問
に
喰
違
を
生
じ
た
。
然

し
筆
者
の
私
見
を
以
て
す
る
と
、
牛
馬
耕
以
後
長
地
型
が
多
く
な
っ
た
と
す
る
「
米
倉
説
一
に
賛
成
し
た
い
と
思
う
。
社
会
誌
済
史
学
六

の
四
(
昭
和
十
一
年
七
月
)
に
深
谷
正
秋
先
生
が
発
表
さ
れ
た
「
条
巴
の
地
理
的
研
究
」
は
其
の
内
容
が
日
本
全
国
の
遺
祉
に
及
ん
で
い
る



点
が
特
色
で
、
後
年
竹
内
理
三
先
生
の
推
賞
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

思
う
に
、
条
呈
遺
祉
の
研
究
に
は
「
郷
」
の
調
査
や
国
府
・
国
分
寺
の
研
究
と
共
に
、

武
内
社
の
研
究
が
伴
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
ず

る
。
此
点
、
最
近
京
都
学
芸
大
学
志
賀
剛
教
授
の
「
古
代
集
落
立
地
の
上
よ
り
見
た
式
内
社
の
研
究
」
は
交
通
踏
の
観
点
か
ら
式
内
社
の

所
在
を
芳
定
し
た
注
目
す
べ
き
業
績
で
あ
る
と
思
う
、
交
通
と
い
え
ば
、
既
に
坂
本
太
郎
博
士
の
「
上
代
駅
制
の
研
究
」
は
、
徳
田
翻
一

先
生
の
「
中
世
に
於
け
る
水
運
の
研
究
」
と
共
に
交
通
関
係
に
出
色
の
権
威
を
持
ち
、
大
慾
喜
邦
工
学
博
士
の
「
東
海
道
に
於
け
る
本
陣

の
研
究
」
は
近
世
本
障
の
内
部
構
造
を
建
築
の
上
か
ら
執
ら
え
、
児
玉
幸
多
数
授
の
「
近
世
宿
駅
制
度
の
研
究
ー
一
は
、
信
州
追
分
宿
の
構

造
と
機
能
・
財
政
及
び
領
主
の
負
担
な
ど
を
周
辺
農
村
の
新
ら
し
い
動
き
と
の
関
係
に
お
て
追
求
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
宿
場
町
の
研
究

に
新
し
い
面
を
聞
い
た
も
の
と
云
っ
て
よ
い
。

勿
論
之
は
次
に
挙
げ
る
書
物
と
共
に
歴
史
地
理
学
と
い
う
よ
り
は
史
学
的
成
果
の
中
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
内
部
構
造
の
解
明

が
歴
史
地
理
学
に
与
え
る
光
明
は
は
計
り
知
れ
ぬ
。
古
島
敏
雄
教
綬
の
「
信
州
中
馬
の
研
究
」
は
仲
紋
運
搬
業
と
し
て
信
濃
に
於
け
る
「
中

日本歴史地理学の展開

馬
」
の
組
織
機
能
を
、
社
会
経
済
史
の
中
に
把
握
し
、
之
を
実
証
的
に
解
明
し
た
労
作
で
、
近
世
交
通
関
係
の
-
面
を
明
ら
か
に
し
た
美

事
な
結
実
と
い
わ
れ
、

田
中
啓
爾
博
土
の
「
鉄
道
開
通
前
の
塩
及
び
魚
の
移
入
路
の
研
究
」
と
共
に
其
意
義
は
大
で
あ
る
。

新
田
開
発
の
方
面
で
は
、
経
済
出
入
・
社
会
経
済
出
入
学
の
進
歩
発
展
と
共
に
「
割
地
制
度
」
・
「
新
国
集
洛
の
炭
聞
過
程
の
把
握
」
等
、
農

政
学
的
な
土
地
の
研
究
か
ら
、
農
業
技
術
史
並
び
に
集
落
形
態
の
要
素
・
条
件
に
及
び
、
新
田
開
発
の
村
落
構
成
、
機
能
に
向
っ
て
発
展

し
た
古
島
敏
雄
先
生
の
「
農
業
技
術
史
」

は
名
著
の
誉
高
く
、
内
国
軍
一
先
生
の

「
初
島
の
経
済
地
理
に
関
す
る
研
究
」
・
「
武
荘
野
の

9 

計
画
的
開
拓
の
一
例
」
(
地
理
教
育
増
刊
号
所
収
)
・
「
農
村
の
戸
口
の
土
地
と
の
関
係
の
一
面
」

(
地
毘
学
研
究
収
載
)
・
「
農
村
の
人
口

問
題
」
(
地
理
論
業
第
一
輯
)

等
一
連
の
労
作
は
歴
史
地
理
学
の
新
生
面
を
聞
い
た
も
の
と
い
わ
れ
此
の
傾
向
は
矢
島
仁
吉
博
士
の

「武



蔵
野
の
集
落
」
、
須
藤
賢
・
谷
岡
武
雄
両
先
生
の
共
同
作
業
に
な
る
「
叩
府
一
盆
地
に
於
け
る
豪
族
屋
敷
L

、
或
は
長
井
政
太
郎
博
士
の
「
東

10 

北
の
集
落
」
、
地
理
学
詳
論
に
発
表
さ
れ
た
安
藤
万
寿
男
先
生
の

江
戸
時
代
輪
中
地
域
の
人
口
」
と
な
り
、

喜
多
村
俊
夫
博
士
の
「
日

本
濯
清
水
利
慣
行
の
史
的
研
究
L

、
菊
地
利
夫
博
士
の
「
新
田
開
発
」
(
両
冊
)

に
集
積
大
成
さ
れ
て
新
田
開
発
の
基
本
的
問
題
が
研
究
し

尽
さ
れ
た
観
が
あ
る
、

か
く
て
、
昭
和
の
十
年
代
か
ら
、
従
来
の
佃
別
的
実
際
的
な
成
果
を
体
系
的
に
受
け
つ
ぎ
、
都
市
研
究
と
い
わ
ず
、
農
村
山
村
漁
村
の

研
究
と
い
わ
ず
、
流
通
・
発
展
の
面
に
執
ら
え
て
新
し
い
展
開
の
飛
躍
的
な
準
備
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
最
近
の
歴
史
地
理

学
の
容
相
で
、
更
に
従
来
殆
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
最
近
の
時
相
に
注
志
が
向
け
ら
れ
る
拠
に
な
っ
た
の
も
一
の
特
色
を
な
し
、
地

理
学
の
上
に
歴
史
学
・
社
会
学
・
考
古
学
地
理
学
・
農
政
学
等
凡
ゆ
る
隣
接
諸
科
学
と
結
合
握
手
し
て
綜
合
的
立
体
的
な
調
査
研
究
が
進

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
も
新
し
い
傾
向
で
、
歴
史
地
理
学
の
拡
大
と
見
て
も
差
支
え
な
い
様
に
思
わ
れ
、
対
馬
の
綜
ム
口
調
査
は
そ
の
一
の
表

わ
れ
で
あ
る
。七

考
え
て
み
る
と
、
過
去
そ
の
も
の
を
論
ず
る
と
と
は
地
理
学
の
本
分
か
ら
逸
脱
し
た
様
に
思
わ
れ
際
ち
で
あ
る
が
、
歴
史
的
発
達
を
見

る
相
場
合
に
も
、
地
域
的
拡
が
り
を
持
た
ぬ
事
象
は
な
い
筈
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
地
域
的
特
質
に
達
す
る
迄
の
変
達
、
即
ち
、
そ
の
特
質

の
成
立
に
影
響
す
る
過
去
の
自
然
的
社
会
的
・
経
済
的
な
諸
条
件
の
複
合
関
係
を
見
る
の
が
歴
史
地
理
学
の
本
質
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

藤
岡
先
生
の
語
を
借
り
て
言
え
ば
「
現
在
の
都
市
と
周
囲
の
農
村
と
の
間
に
見
ら
れ
る
人
口
の
交
流
、
或
は
生
産
の
分
業
が
如
何
に
し
て

起
っ
た
か
、
現
存
す
る
地
域
的
関
係
と
過
去
に
於
け
る
関
係
と
の
類
以
、
或
は
異
質
性
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
歴

史
的
背
景
の
下
、
現
状
と
比
較
し
て
現
在
を
解
く
鍵
」
た
ら
し
め
る
事
で
、
地
域
構
造
の
比
較
を
現
在
の
諸
地
域
の
み
で
な
く
、
過
去
に



べ
き
で
あ
る
。

於
て
求
め
る
の
が
、
歴
史
地
理
学
の
意
義
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
る
o

廷
に
於
い
て
資
料
の
博
授
と
其
の
実
際
的
研
究
が
基
礎
条
件
と
な
る

(
昭
和
三
一
ニ
、

日本歪史地理学の展開

、"-‘r 
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一一一、
一
二
稿
)




